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 「木材開発」の名称の由来並びにロゴマークについて

Ⅰ.名称について

Ⅱ.ロゴマークについて

①プライウッド（PLYWOOD）の【Ｐ】

　合板・ベニヤ板

②シーリング（CEILING）の【Ｃ】

  天井材

③【木】の字体をくずしたもの

　　ロゴマークのデザインは、木材を通して木材資源を有効活用する為の
　商品開発を行い、顧客ニーズに合った商品を提供する事を通じて資源循
　環型社会に貢献する事を表現しています。

　7.主要な環境活動計画の内容と評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　8.環境関連法規制等の順守状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　9.代表者による全体の評価と見直し・指示・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 10.環境活動の紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

　 昭和42年当初、法人名を「木材加工用途開発株式会社」と命名しようと
 考えたのですが、長すぎるという理由からその間を取って「木材開発」と
 なりました。

　1.環境経営方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　2.許可の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　3.保有車両・処理施設の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　4.登録事業所の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　5.環境経営目標及びその実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　6.環境経営目標及びその実績＜各事業所別＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



□ごあいさつ

木 材 開 発 株 式 会 社

代表取締役　   正田　博

　 (6)環境に配慮した物品等の調達を推進します。

３.この方針は、全社員に周知徹底するとともに、環境経営レポートを外部に公表します。

制定日：平成21年10月1日
改訂日：令和 2年 8月1日

　 (3)水資源の節約に努めます。

　 (4)一般廃棄物の排出抑制に努めます。

　 (5)受託廃棄物の再資源化率９９％以上の維持に努めます。

２.次の事項について環境経営目標・環境経営計画を定め、継続的な改善に努めます。

　 (1)自動車・重機の使用に伴う燃料使用量の削減に努めます。

　 (2)電気使用量の低減、省エネ製品の購入により、二酸化炭素の排出抑制に努めます。

　木材の廃材用途を開発することを目的とし、製紙用原料・ボード用原料としてのマ
テリアルリサイクルを主に、ボイラー用燃料としてのサーマルリサイクルを推進する
事により資源の再利用化を図り、循環型社会の構築に貢献する。
　育苗・山林事業を通じて生物多様性を保全し、持続可能で自然と共生する社会の実
現に努める。
　更なる取組みとして環境負担の継続的な軽減を目標にする。

＜環境経営行動指針＞

１.事業活動において適用されるすべての環境法令等の遵守に努めます。
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  最近の地球温暖化問題等の環境問題に対する社会の関心が、徐々に高まる
中で、当社は５０年以上前から、古材や廃材等の資源の再利用や建材の販売
等を、業界のトップランナーとしてリサイクル産業に従事してまいりまし
た。

　その時々に、お客様のご要望にお応えしてきたおかげで、今日では、廃材
部門のチップ工場は全国に直営９工場(注1)、グループ企業１工場(注2)とい
う全国規模でお客様のニーズに確実にお応えできるよう展開しております。
今日も当社ならではのお客様に必要とされる新しいビジネス展開を行いご提
供させていただいております。

　これからも、資源循環型社会形成の一翼を担うべく、廃木材のリサイクル
業を中軸に、常に自然体で、お客様との信頼関係を築き、常に社会から、お
客様から、取引先様から「必要」に感じていただける存在になるべく、社員
一同、前進して参ります。

                                 木 材 開 発 株 式 会 社

代表取締役　   正田　博

（注1）全て当社工場（EA21認証・登録事業所）
　 　　市川工場・川崎工場・藤枝工場・東海工場・京都工場・平林工場・岸和田工場・若松工場・福岡工場

（注2）当社関係会社（EA21認証・登録事業所)
　　　(ISO14001認証取得RE0619)エコテクノ株式会社相模原工場

環 境 経 営 方 針
＜環境経営理念＞



□許可の内容一覧表 （令和5年8月1日現在）

産業廃棄物処分業許可（全て「優良認定」取得）
都道府県及び
政令指定都市

事業の区分 許可年月日 有効年月日 許可番号 廃棄物の種類 許可の条件等

千 葉 県
破砕による
中間処理

令和4年10月04日 令和11年07月20日 01220003319
木くず
繊維くず
（廃畳に限る）

･これらのうち、特別管理産業廃棄物であるものを除く。
・「石綿含有産業廃棄物を含む」の記載のない種類について
　は石綿含有産業廃棄物を処分できない。
･ 「水銀使用製品産業廃棄物を含む｣｢水銀含有ばいじん等
　を含む｣の記載のない種類については、それぞれ水銀使用
　製品産業廃棄物、水銀含有ばいじん等を処分できない。
・産業廃棄物の中間処理は、午前6時から午後12時までの
　18時間とし、処理施設及び建屋等の維持管理を徹底する
　ことにより、騒音に係る規制基準を順守すること。

川 崎 市
中間処理
（破砕）

令和4年03月01日 令和11年02月28日 05720003319 木くず ・特別管理産業廃棄物であるものを除く。

静 岡 県
中間処分
破砕処分

令和4年07月24日 令和11年07月23日 02221003319

木くず
繊維くず
（畳に限る）
動植物性残さ

なし

愛 知 県
中間処分
（破砕）

平成30年11月19日 令和07年11月18日 02320003319 ・木くず ・水銀使用製品産業廃棄物を除く。

京 都 市
中間処理
（破砕）

令和3年03月15日 令和10年03月14日 06521003319

大 阪 府
中間処理
（破砕）

令和2年12月26日 令和9年12月25日 02720003319
紙くず
木くず
繊維くず

･石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水
　銀含有ばいじん等を除く。

大 阪 市
中間処理
（破砕）

令和3年07月01日 令和10年06月30日 6620003319
紙くず
木くず

･石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水
　銀含有ばいじん等を除く。
・事業の範囲の変更や事業の用に供するすべての施設及び
　その設置場所並びに主要な設備の構造又は規模を変更
　する場合は事前に大阪市長の承認を得ること。

北 九 州 市
中間処理業

（破砕）
令和5年03月15日 令和12年03月14日 07620003319 木くず

・石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水
　銀含有ばいじん等を除く。
･特別管理産業廃棄物であるものを除く。

福 岡 市
中間処理業

（破砕）
令和3年07月20日 令和10年7月19日 07720003319 木くず

・中間処理及びその処理に付随する行為は、設置場所に
　ある建物内にて行うこと。

・廃プラスチック類（木くずに付帯するもの及び畳に限る）
･紙くず（木くずに付帯するものに限る）
･木くず
･繊維くず（木くずに付帯するもの及び畳に限る）
･ゴムくず（木くずに付帯するものに限る）
･金属くず（木くずに付帯するものに限る）
以上6種類（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを除
く）
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□許可の内容一覧表 （令和5年8月1日現在）

産業廃棄物収集運搬業許可（川崎市を除き、全て「優良認定」取得）
都道府県及び
政令指定都市

事業の区分 許可年月日 有効年月日 許可番号 廃棄物の種類
積替保管
の有無 許可の条件等

茨　　城　　県 収　集　運　搬 平成31年02月27日 令和08年02月26日 00801003319
木くず
繊維くず
（廃畳に限る）

無 なし

千　　葉　　県 収　集　運　搬 令和4年06月18日 令和11年6月17日 01200003319

廃プラスチック類（廃
畳に限る）
木くず
繊維くず
（廃畳に限る）

無

・これらのうち特別管理産業廃棄物であるものを
　除く。
・｢石綿含有産業廃棄物を含む｣の記載のない種
　類については、石綿含有産業廃棄物を収集･
　運搬できない。
・「水銀使用製品産業廃棄物を含む」「水銀含有
　ばいじん等を含む」の記載のない種類につい
　ては、それぞれ水銀使用製品産業廃棄物、
　水銀含有ばいじん等を収集・運搬できない。

埼　　玉　　県 収　集　運　搬 平成29年03月26日 令和6年3月25日 01105003319
木くず
繊維くず
（廃畳に限る）

無
・石綿含有産業廃棄物を含まない
・水銀使用製品産業廃棄物を含まない
・水銀含有ばいじん等を含まない

山　　梨　　県 収　集　運　搬 令和4年03月27日 令和11年3月26日 01900003319
廃プラスチック類
木くず
繊維くず

無

・石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃
　棄物、水銀含有ばいじん等を含まない。
･いずれも特別管理産業廃棄物であるものは
　除く。

神　奈　川　県 収　集　運　搬 平成31年02月14日 令和8年02月13日 01402003319
木くず
繊維くず

無

・特別管理産業廃棄物であるものを除く。
・石綿含有産業廃棄物を含む。
・水銀使用製品産業廃棄物を含む。
・水銀含有ばいじん等を含む。
・営業の範囲は、川崎市を除く神奈川県の区域。

東　京　都 収　集　運　搬 令和3年08月01日 令和10年07月31日 1300003319
木くず
繊維くず

無
・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「都
　民の健康と安全を確保する環境に関する条
　例」及びその他の関係法令を遵守する事。

川　崎　市 収　集　運　搬 令和4年03月01日 令和9年02月28日 05710003319
木くず
廃プラスチック
繊維くず

有

・積替え又は保管を含む
　廃プラスチック類（廃畳に限る）、繊維くず（廃畳
　に限る）
・積替え又は保管を除く
　廃プラスチック類（廃畳に限る）、木くず、繊維く
　ず
・特別管理産業廃棄物であるものを除く。

静　　岡　　県 収　集　運　搬 平成30年02月27日 令和7年2月26日 02201003319
廃プラスチック類
木くず
繊維くず

無 なし

石　　川　　県 収　集　運　搬 令和4年08月23日 令和11年08月20日 01703003319 木くず 無
・石綿含有産業廃棄物であるもの及び水銀使用
　製品産業廃棄物であるものを除く。

富　　山　　県 収　集　運　搬 令和4年07月22日 令和11年07月21日 01604003319 木くず 無
・石綿含有産業廃棄物であるものを除き、特別
　管理産業廃棄物であるものを除く。

福　　井　　県 収　集　運　搬 令和5年08月11日 令和12年8月10日 01808003319 木くず 無 ・石綿含有産業廃棄物を除く。

岐　　阜　　県 収　集　運　搬 平成30年08月09日 令和07年08月08日 02100003319 木くず 無
・石綿含有産業廃棄物であるものを除く。
・水銀使用製品産業廃棄物を除く。

愛　　知　　県 収　集　運　搬 令和1年05月02日 令和8年5月1日 02310003319

三　　重　　県 収　集　運　搬 令和3年02月22日 令和9年12月10日 02400003319 木くず 無 ・水銀使用製品産業廃棄物を除く。

（1）積替え、保管を除く。
･紙くず
･木くず
･金属くず（自動車等破砕物を除く）
･ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたもの
　を除く）及び陶磁器くず（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く）
・がれき類（石綿含有産業廃棄物を除く）
以上５品目(水銀使用製品産業廃棄物を除く)

（2）積替え、保管を含む。
･廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く）
・繊維くず
以上２品目(水銀使用製品産業廃棄物を除く)
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□許可の内容一覧表（続き）

大　　阪　　府 収　集　運　搬 令和2年12月26日 令和9年12月25日 02700003319

廃プラスチック類
紙くず
木くず
繊維くず
ゴムくず
金属くず
ガラスくず
がれき類

無
・石綿含有産業廃棄物を含む。
・水銀使用製品産業廃棄物を除く。
・水銀含有ばいじん等を除く。

京　　都　　府 収　集　運　搬 令和3年08月30日 令和10年08月14日 02601003319
廃プラスチック類
木くず
繊維くず

無
・特別管理産業廃棄物、石綿含有産業廃棄物
　及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを
　除く。

滋　　賀　　県 収　集　運　搬 令和3年01月27日 令和10年01月08日 02501003319 木くず 無 なし

兵　　庫　　県 収　集　運　搬 令和3年12月22日 令和10年12月21日 02803003319 木くず 無

・水銀使用製品産業廃棄物を除く。
・当該産業廃棄物の運搬先については排出事
　業者の指示に従い、運搬先の受入条件を遵守
　すること。

奈　　良　　県 収　集　運　搬 令和3年08月25日 令和10年08月24日 02900003319 木くず 無 ・水銀使用製品産業廃棄物を除く。

和　歌　山　県 収　集　運　搬 令和3年08月25日 令和10年08月24日 03000003319 木くず 無
・水銀使用製品産業廃棄物を含まない。
・水銀含有ばいじん等が含まれるものなし。
・石綿含有産業廃棄物が含まれるものなし。
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一般廃棄物処分業許可
都道府県及び
政令指定都市

事業の区分 許可年月日 有効期限 許可番号

千葉県市川市 処　　分　　業 令和5年4月1日 令和7年3月31日 市川市第4号

京都府京都市 処　　分　　業 令和4年3月15日 令和6年03月14日 一廃第１１９号

福岡県北九州市 処　　分　　業 令和4年4月1日 令和6年03月31日 北九一廃第２０５号

静岡県藤枝市 処　　分　　業 令和5年4月1日 令和7年03月31日 藤生環指第3-2号

愛知県東海市 処　　分　　業 令和5年4月1日 令和7年03月31日 清第134-5号

福岡県福岡市 処　　分　　業 令和4年8月31日 令和6年08月30日 第106号

一般廃棄物収集運搬業許可
都道府県及び
政令指定都市

事業の区分 許可年月日 有効期限 許可番号
積替保管
の有無 一般廃棄物の種類

静岡県藤枝市 収　集　運　搬 令和4年4月1日 令和6年03月31日 無 木くず、剪定枝、繊維くず（本畳）、刈草

静岡県焼津市 収　集　運　搬 利和4年4月1日 令和6年03月31日 第57-7-2号 無 木くず

京都府京都市 収　集　運　搬 令和4年4月1日 令和6年03月31日 一廃第123号 無 木くず

京都府南山城村 収　集　運　搬 令和5年4月1日 令和7年03月31日 第5号 無
木くず（ただし、再資源化が可能なもの
に限る）

一般廃棄物再生利用業指定
都道府県及び
政令指定都市

事業の区分 許可年月日 有効期限 許可番号

大阪府岸和田市 再生活用業 令和5年4月1日 令和7年03月31日 第2号

大阪市 再生活用業 令和4年7月1日 令和6年06月30日 第1033号

一般廃棄物再生利用業指定
都道府県及び
政令指定都市

事業の区分 許可年月日 有効期限 許可番号

大阪府岸和田市 再生輸送業 令和5年4月1日 令和7年03月31日 第5号

□保有車両・処理施設の概要

保有車両
普通自動車
(うち、リース車)

4t普通貨物車
（うち、リース車）

8t普通貨物車
（うち、ﾘｰｽ車）

10t普通貨物車
(うち、リース車)

市川工場 2(2) 0(0) 0(0) 0(0)
川崎工場 0(0) 0(0) 0(0) 0(0)
藤枝工場 2(2) 0(0) 2(0) 1(0)
東海工場 3(3) 0(0) 2(0) 0(0)
京都工場 3(3) 0(0) 2(0) 0(0)
平林工場 1(1) 1(0) 4(0) 1(0)
岸和田工場 2(2) 0(0) 4(0) 2(0)
若松工場 0(0) 0(0) 0(0) 0(0)
福岡工場 0(0) 0(0) 0(0) 0(0)
本社 27(3) 0(0) 0(0) 0(0)
東京営業部 10(10) 0(0) 0(0) 0(0)
九州営業部 5(5) 0(0) 0(0) 0(0)
和歌山出張所 3(3) 0(0) 0(0) 0(0)
育苗センター 1(1) 0(0) 0(0) 0(0)
合計 59(35) 1(0) 14(0) 4(0)

※（　）はリース車を表す。
処理施設
工場名 施設名称 台数 処理能力(ｔ/日) 処理方法
市川工場 木 く ず 破 砕 機 1台 360 破砕
川崎工場 木 く ず 破 砕 機 1台 462 破砕
藤枝工場 木 く ず 破 砕 機 1台 200 破砕
東海工場 木 く ず 破 砕 機 1台 285 破砕
京都工場 木 く ず 破 砕 機 1台 290 破砕
平林工場 木 く ず 破 砕 機 1台 360 破砕
岸和田工場 木 く ず 破 砕 機 1台 290 破砕
若松工場 木 く ず 破 砕 機 1台 120 破砕
福岡工場 木 く ず 破 砕 機 1台 237 破砕
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0
5
5
5

1

・木くず（根株、伐採木、剪定枝、竹、木製家具類等
　を含む）
・中間処理及びその処理に付随する行為は、生活環境
　の保全上支障のないよう措置し、上記設置場所にて
　行うこと。

藤生環指第1-42-2号

一般廃棄物の種類

剪定枝葉、伐採草木、木くず

木くず（ただし、再資源化が可能なものに限る。）

B類（一般廃棄物のうち木くずの再資源化を目的とした
破砕処理に限る）

木くず、剪定枝、繊維くず、草、動物性残さ

・事務所および家庭から排出された木くずに限る。
・廃棄物の処理及び清掃に関する法律及びその他関係
　法令を遵守しなければならない。

合計

2

5
3

7
8
0
0
27
10



□登録事業所の概要

(1) 事業所名及び代表者名
木材開発株式会社
代表取締役　正田　博

(2) 所在地
 ・本社 大阪市住之江区新北島三丁目6番45号

・対象事業所

　東京営業部 東京都中央区日本橋3-7-10　タンペイ日本橋ビル3F

　九州営業部 佐賀県鳥栖市原古賀町764番3　オフィスパレア鳥栖Ⅳ　4号室

　市川工場 千葉県市川市本行徳2554-13

　川崎工場 神奈川県川崎市川崎区水江町4-4

　藤枝工場・営業所 静岡県藤枝市横内2268

　東海工場・営業所 愛知県東海市浅山3丁目3番地

　京都工場 京都市伏見区横大路千両松町45-1-2

　平林工場 大阪市住之江区平林北2-6-50

　岸和田工場 大阪府岸和田市木材町11-13

　若松工場 福岡県北九州市若松区南二島5-3-2

　福岡工場 福岡県福岡市東区東浜2丁目85-25

　つくばヤード 茨城県つくば市上大島明神1950-1

　豊田ヤード 愛知県豊田市篠原町蔵王下57

　泉北朝日ヤード 大阪府泉大津市小津島町2

　下関ヤード 山口県下関市彦島迫町7-2900-50

　和歌山出張所 和歌山県東牟婁郡太地町森浦354

　育苗センター 京都府船井郡京丹波須知上中森6-1-5-1

(3) 組織図 (令和5年4月1日現在)

※代表取締役 EA21の統括・管理

※環境管理責任者 EA21の推進・運営責任者

※EA21事務局 EA21活動の実施と運営及び環境経営レポート及び各事業所の環境経営計画書の取り纏め・作成

※管理本部 本社、東京営業部、九州営業部、山林部の環境経営活動計画書の実績値の計上

※リサイクル事業本部及び製造部 各工場の環境経営活動計画書の実績値の計上
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※有人施設であるつくばヤード、
無人施設である豊田ヤード・泉北朝日ヤー

ド・
下関ヤード及び和歌山出張所・育苗センター
は、負荷が僅かであるため、本社一括。



(4) 環境管理責任者氏名及び事務局連絡先

責任者　取締役　　　　　　　 関　　博幸　　 TEL：06-6685-6225（代表）

事務局　ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ室　　 　   宮野　紀彰

事務局　管　理　部　　　 　　白谷　博

事務局　庶　務　課　　　 　　原田　俊哉　

事務局　総　務　課　　　 　　大塔　強太郎　

(5) 事業内容

（ア）木材の廃材原木加工ならびに販売

（イ）庭園樹の育成ならびに販売業

（ウ）一般廃棄物・産業廃棄物の収集・運搬・中間処理

（エ）質量に係る計量証明の事業

（オ）水気耕栽培による農産物の販売

（カ）木材加工品（床材・壁材・天井材・家具材）及び洋品雑貨の輸出入業

（キ）家具の販売

（ク）堆肥の生産、販売

（ケ）損害保険代理業及び自動車損害賠償保障法に基づく保険代理業ならびに生命保険の募集に関する業務

（コ）発電及び電気の供給に関する事業

（サ）森林施策（植林・保育・伐採・加工・販売・その他）に関する事業

（シ）林業に必要な種苗の採取及び育成に関する事業

（ス）以上各号に付帯する一切の事業

(6) 認証・登録の範囲：全社全組織・全活動

一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬・中間処理

木くず・森林木の集荷・加工・販売

チップ・オガ・建材の仕入及び販売

林業に必要な種苗の採取及び育成・販売

発電及び電気の供給

(7) 事業の規模

木材開発株式会社

会社設立年月 昭和42年1月

資本金 4,800万円

年間総売上高 128億円（令和5年3月決算期）

産業廃棄物 一般廃棄物

92,463 739

543,098 7,569

本社 平林工場 岸和田工場 京都工場 藤枝工場・営業所東海工場・営業所

従業員数　　　 86名 29名 29名 14名 22名 21名

延床面積　（㎡）　　 975.43 1,033.39 596.00 1,999.00 2,339.68 2,351.35

市川工場 川崎工場 若松工場 東京営業部 福岡工場 九州営業部

従業員数　　　 15名 21名 17名 15名 15名 14名

延床面積　（㎡）　　 3,038.40 2,060.98 2,886.84 151.21 2,735.02 48.60

つくばヤード 和歌山出張所

従業員数　　　 2名 3名

延床面積　（㎡）　　91,354.47 306.00

豊田ヤード 泉北朝日ヤード 下関ヤード 育苗センター

（無人施設） （無人施設） （無人施設） （有人施設）

従業員数　　　 0名 0名 0名 4名 307名

契約面積 契約面積 契約面積 契約面積

敷地面積　（㎡）　　 7,260.00 9,834.00 6,000.00 1,964.00 136,934.37

(8) 事業年度

4月1日～翌年3月31日まで

年間取扱量（t）

中間処理量（実績）

収集運搬量（自社収集分）

合　計
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(9) 受託した廃棄物の処理量

処理方法等 処分方法等 処理量t
産業廃棄物 木くず 破砕 91,415
産業廃棄物 繊維くず 破砕 1,047

92,462

産業廃棄物 木くず 破砕 534,497

産業廃棄物 繊維くず 破砕 1,539

産業廃棄物 混合物 破砕 2,346

産業廃棄物 金属くず 破砕 4,713

産業廃棄物 木くず ボイラー用燃料として再生利用(売却) 258,038

産業廃棄物 木くず ボード原料として再生利用（売却) 206,559

産業廃棄物 木くず 製紙原料として再生利用(売却) 30,460

産業廃棄物 木くず ｵｶﾞ・ﾀﾞｽﾄ用に畜産農家向けに利用(売却) 41,006

産業廃棄物 金属くず 鋼材用等として再生利用(売却) 4,714
540,777

543,097

最終処分 0

0

(注1)　 （金属くず）について
　　　　　 ➡上記表内の（金属くず）は「木くずに付随した金属くず」を意味する。

(10) 廃棄物処理料金
当社の許可品目：木くず(一部の工場にて紙くず・繊維くず(廃畳に限る)・動植物性残さの許可を受けております。）

  尚、処理料金につきましては、材質並びに地域によって処理金額が異なる場合がございます。

詳しくは下記にお問い合わせ下さい。(見積りは無料です。)

関東地方

・千葉県　　市川工場 電話番号：047-307-2751 担当：前田・金井

・神奈川県　川崎工場 電話番号：044-280-1965 担当：佐藤・鈴木

中部・東海・近畿地方

・静岡県　藤枝工場 電話番号：054-340-3389 担当：辻元・関谷

・愛知県　東海工場 電話番号：052-601-4251 担当：辻元・鈴木

・京都府　京都工場 電話番号：075-622-0619 担当：鷹野（浩）・向

・大阪府　平林工場 電話番号：06-6682-1817 担当：鷹野（浩）・鈴木・嶋村

・大阪府　岸和田工場 電話番号：072-423-3626 担当：梶山・藤村

九州地方

・福岡県北九州市　若松工場 電話番号：093-791-5900 担当：牟田・森

・福岡県福岡市 　 福岡工場 電話番号：092-292-6470 担当：永利・奥島
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最終処分量合計

収集運搬量合計

廃棄物等種類

　　　（2022年4月～2023年3月）

再資源化等量小計

中間処理合計

収集運搬（自社収集分）

中間処理

うち再資源化等



（11） 工程フロー図

① 木材開発株式会社　(工場により多少、工程が異なります。）

ボード用原料チップ

（有償販売）

畜産用　　
（有償販売）

鉄くず　　
（有償販売）

ステンレス
（有償販売）

アルミニウム
（有償販売）

産業廃棄物処理業
者で処理
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原料（木くず・紙くず）

受入計量

荷降し

材料供給

破砕

除鉄

形状選別

除鉄

形状選別

除ステンレス

除アルミ

金属検出機

貯蔵

出荷計量

出荷

粗大片

木粉Ａ

木粉Ｂ

風力選別機

除鉄

金属検出機

風力選別機

出荷計量

出荷

貯蔵

残渣

風力選別機

原料チップ

原料（繊維くず）

受入計量

荷降し

粗破砕

原料（木くず・紙くず）

受入計量

荷降し

材料供給

破砕

除鉄

形状選別

除鉄

形状選別

除ステンレス

除アルミ

金属検出機

貯蔵

出荷計量

出荷

粗大片

木粉Ａ

木粉Ｂ

風力選別機

除鉄

出荷計量

出荷

貯蔵

残渣

風力選別機

燃料チップ

原料（繊維くず）

受入計量

荷降し

粗破砕



□環境経営目標及びその実績　<全社>

○：目標値達成　×：達成できなかった

(基準年度) （目標） (実績) (目標)
基準年度比

(目標)
基準年度比

kg-CO2 4,645,186 4,598,734 4,449,509 4,552,282 4,505,830

基準年度比 99.0% 95.8% 98.0% 97.0%

kg-CO2 2,128,432 2,107,148 2,122,685 2,122,047 2,122,047

基準年度比 99.0% 99.7% 99.7% 99.7%

kg-CO2 6,773,618 6,705,882 6,572,194 6,674,329 6,627,877

基準年度比 99.0% 97.0% 98.5% 97.8%

㎏ 1,190 1,178 600 1,166 1,154

基準年度比 99.0% 50.4% 98.0% 97.0%

％ (平均) (平均) (平均) (平均) (平均)
基準年度比 99.0％以上 99.0%以上 99.6% 99%以上 99%以上

㎥ 56,503 55,938 60,004 56,277 55,938

基準年度比 99.0% 106.2% 99.6% 99.0%

購入比率 購入比率 購入比率 購入比率 購入比率

基準年度比 71.8% 71.0% 70.1% 72% 73%
（注1）電気使用量の二酸化炭素排出係数は、経済産業省及び環境省令によります。
（注2）再資源化率(％）の算出式について
　　　 ➡今期再資源化率％＝（今期入荷量ｔ－選別後排出量ｔ）÷今期入荷量ｔ×100

東京営業部

市川工場

川崎工場

藤枝工場

東海工場

本社

京都工場

平林工場

岸和田工場

九州営業部

若松工場

福岡工場

各電力会社調整後排出係数(2021年環境省・経済産業省公表実績値）

中部電力ミライズ

関西電力
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九州電力 0.000480

0.000351

0.000443

0.000379

東京電力
エナジーパートナー

環境に配慮した物品
等の調達(グリーン購入) ×

上記二酸化炭素排出量合計 ○

一般廃棄物の削減

（単位：kwh）

購入電気事業者名 事業所名

2024年

受託廃棄物の再資源化率
99％以上の維持 ○

水資源の節約 ×

2022年

○

達成
状況

2023年

電力の二酸化炭素排出量
削減 ○

ガソリン・軽油・重油等
の二酸化炭素排出量削減 ×

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2021年 2022年



□環境経営目標及びその実績＜各事業所別・使用量別＞

○：目標値達成　×：達成できなかった
基準年度
(2021.4.1～
2022.3.31)

実績値 目標値 実績値

電力使用量の削減 本社 30,762 30,455 32,126 ×
kg-CO2 東京営業部 7,634 7,557 6,987 ○

九州営業部 3,325 3,291 3,252 ○
市川工場 853,152 844,620 719,866 ○
川崎工場 873,647 864,910 871,801 ×
藤枝工場 451,980 447,460 457,023 ×
東海工場 509,816 504,717 413,141 ○
京都工場 627,294 621,021 604,071 ○
平林工場 311,893 308,774 306,173 ○

岸和田工場 461,384 456,770 468,965 ×
若松工場 129,836 128,538 122,820 ○
福岡工場 384,463 380,618 443,283 ×
合計 4,645,186 4,598,731 4,449,508 ○

燃料使用量の削減 本社 106,859 111,133 113,210 ×
kg-CO2 東京営業部 18,053 19,678 16,534 ○

九州営業部 13,795 14,347 14,907 ×
市川工場 230,281 239,492 213,652 ○
川崎工場 244,437 254,214 244,307 ○
藤枝工場 217,763 226,473 227,533 ×
東海工場 200,822 208,854 192,034 ○
京都工場 264,078 274,641 280,431 ×
平林工場 251,423 261,480 237,594 ○

岸和田工場 227,430 236,528 212,854 ○
若松工場 186,916 194,393 194,672 ×
福岡工場 166,574 173,237 176,952 ×
合計 2,128,431 2,214,470 2,124,680 ○

自社一般廃棄物の排出抑制 本社 1,190 1,476 600 ○
㎏ 東京営業部 微量 微量 微量 -

九州営業部 微量 微量 微量 -
市川工場 99.92% 99%以上 99.93% ○
川崎工場 99.67% 99%以上 99.66% ○

％ 藤枝工場 99.96% 99%以上 99.95% ○
東海工場 96.99% 97%以上 97.11% ○
京都工場 99.95% 99%以上 99.94% ○
平林工場 99.94% 99%以上 99.95% ○

岸和田工場 99.53% 99%以上 99.61% ○
若松工場 99.95% 99%以上 99.95% ○
福岡工場 99.91% 99%以上 99.86% ○
平均 99.54% 98%以上 99.55% ○

(注)各工場は、事務所に比べて一般廃棄物の量が少量である為、目標設定していません。

目標項目 事業所名
実施運用期間の事業所別 達成

状況

受託廃棄物の再資源化率
99％以上の維持
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□環境経営目標及びその実績＜各事業所別・使用量別＞続き

○：目標値達成　×：達成できなかった
基準年度
(2021.4.1～
2022.3.31)

実績値 目標値 実績値

水道使用量の削減 本社 688 750 543 ○
㎥ 東京営業部 (注1) (注1) (注1) -

九州営業部 42 46 37 ○
市川工場 9,400 10,246 11,447 ×
川崎工場 7,222 7,872 6,592 ○
藤枝工場 5,036 5,489 3,221 ○
東海工場 5,875 6,404 6,584 ×
京都工場 8,042 8,766 7,972 ○
平林工場 7,113 7,753 10,380 ×

岸和田工場 6,602 7,196 6,532 ○
若松工場 2,480 2,703 2,181 ○
福岡工場 4,003 4,363 4,515 ×

　

合計 56,503 61,588 60,004 ○
（注1）東京営業部はビルのテナント内のため計測不能です。

目標項目 事業所名
実施運用期間の事業所別 達成

状況
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□環境経営目標及びその実績＜各事業所別・原単位別＞

○：目標達成　×：達成できなかった

基準年度 実施運用期間

(2021.4.1～
2022.3.31)

(2022.4.1～
2023.3.31)

実績値 実績値

電力使用量の削減 市川工場 29.0 24.3 ○
(工場のみ) 川崎工場 27.0 27.1 ×
kWh/トン 藤枝工場 23.8 23.5 ○

東海工場 24.1 22.0 ○
京都工場 28.7 27.8 ○
平林工場 13.3 13.7 ×

岸和田工場 20.2 21.7 ×
若松工場 9.8 9.6 ○
福岡工場 16.5 17.8 ×
平均値 21.4 20.8 〇

燃料使用量の削減 市川工場 1.4 1.2 ○
（工場のみ） 川崎工場 1.3 1.3 ○

ℓ/トン 藤枝工場 1.7 1.7 ○
東海工場 1.4 1.5 ×
京都工場 1.7 1.8 ×
平林工場 1.4 1.4 ○

岸和田工場 1.4 1.3 ○
若松工場 2.6 2.8 ×
福岡工場 1.3 1.3 〇
平均値 1.6 1.6 ○

□和歌山出張所及び育苗センターの定性的取組結果と評価

電気及び水の使用量は僅少のため、数値目標の設定は行わず、次の取組を実施しています。

【和歌山出張所】
目標項目 評価

○
○
○

上水使用量削減 ○

【育苗センター】
目標項目 評価

○
○
○

上水使用量削減 ○

目標項目 事業所名
達成
状況

取組内容 今後の取組

①不要照明の消灯

②昼間の照明を間引き点灯

③空調温度の設定、冷房27℃暖房20℃

④節水の徹底

今後も引き続き取り組みを
実施する。

電力使用量削減

取組内容 今後の取組
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電力使用量削減

①不要照明の消灯

今後も引き続き取り組みを
実施する。

②昼間の照明を間引き点灯

③空調温度の設定、冷房27℃暖房20℃

④節水の徹底



□主要な環境経営活動計画の内容と評価

(2022.4.1～2023.3.31)

目標項目 取 組 内 容

本社 人感ｾﾝｻ-付き照明採用等で不要照明の消灯が十分できている。

東京営業部 不要照明の消灯が十分できている。

九州営業部 不要照明の消灯ができている。

本社 サーバーを除き、電源のOFFが十分できている。

東京営業部 電源のOFFが十分できている。

九州営業部 電源のOFFが十分できている。
市川工場 設備の空運転防止ができている。

川崎工場 設備の空運転防止ができている。

藤枝工場 設備の空運転防止ができている。
東海工場 設備の空運転防止ができている。
京都工場 設備の空運転防止ができている。
平林工場 設備の空運転防止ができている。
岸和田工場 設備の空運転防止ができている。
若松工場 設備の空運転防止ができている。
福岡工場 設備の空運転防止ができている。
市川工場 搬入資材の前処理が促進されている。

川崎工場 搬入資材の前処理が促進されている。

藤枝工場 搬入資材の前処理が促進されている。
東海工場 搬入資材の前処理が促進されている。
京都工場 搬入資材の前処理が促進されている。
平林工場 搬入資材の前処理が促進されている。
岸和田工場 搬入資材の前処理が促進されている。
若松工場 搬入資材の前処理が促進されている。
福岡工場 搬入資材の前処理が促進されている。
本社 温度計の設置・温度設定ができている。
東京営業部 温度計の設置・温度設定ができている。
九州営業部 温度計の設置・温度設定ができている。

本社 走行距離は減少するも、使用量、基準値・目標値㎏-CO2すべて未達。

東京営業部
走行力の減少とエコドライブの啓蒙に伴い社有車のアイドリングストップ低燃費運転等の励行を行い、使用量、
基準値･目標値kg-Co2共に達成。

九州営業部 全社員にエコドライブの周知徹底を促すも目標未達となった。

市川工場 ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ･エンジン回転数を下げての作業等の周知･徹底に努め、使用量、基準値･目標値kg-Co2共に達成。

川崎工場 アイドリングストップ・重機使用回数削減等を図るもL/tベースで目標未達。

藤枝工場 ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ等の徹底を指導するも、重機故障が続き、全て目標未達。

東海工場 ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ等の対策を講じるも古い重機が多くL/tベースで未達。

京都工場 生木入荷量増加で重機の使用時間が増え全て目標未達。

平林工場 使用量、基準値･目標値kg-Co2共に目標達成。

岸和田工場 低燃費のホイールローダーへ更新し、使用量、基準値･目標値kg-Co2共に目標達成。

若松工場 稼働時間増で目標未達。

福岡工場 使用量は目標達成するも、基準値･目標値kg-CO2は未達。

(注)電力使用量削減の取組内容について
　　➡｢環境活動計画書｣の｢目標達成手段｣の内容の詳細となっている。
(注)電力使用量の削減の評価について
　　➡｢環境活動計画書｣の｢目標達成手段｣の評価を各事業所が取り纏め、事務局へ報告を総括し記載している。

・社内適正温度の維持
（温度計の設置）

・空調温度の設定
　冷房27℃、暖房20℃

燃料使用量
の削減

・燃費のよい車や重機
　の購入(更新時)

・アイドリングストップ
　の励行

・エコドライブの推進
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評　　　　　　　価

・不要照明の消灯

・退社時、パソコンの
  電源をOFFにして帰る

・設備の空運転防止

電力使用量
の削減

・搬入資材の前処理の
　励行（生木の小割作
　業等）



□主要な環境経営活動計画の内容と評価（続き）

(2022.4.1～2023.3.31)

目標項目 取 組 内 容

東京営業部 賃貸ﾋﾞﾙのの為、計測できなかったが、分別はできている。

九州営業部 ﾋﾞﾙの一室の為、計測できなかったが、分別はできている。

市川工場 入荷量増加するも目標達成。

川崎工場 目標達成。

藤枝工場 入荷量増加するも目標達成。

東海工場 独自目標97％は達成するも99％目標は未達。

京都工場 目標達成。

平林工場 目標達成。

岸和田工場 目標達成。

若松工場 目標達成。

福岡工場 入荷量増加するも目標達成。

本社 節水の周知･徹底により基準値･目標値共に達成。

東京営業部 数値化はできないが、節水の呼びかけを継続。

九州営業部 節水の周知･徹底により基準値･目標値共に達成。

市川工場 漏水の影響で目標未達。

川崎工場 作業員の節水意識向上により目標達成。

藤枝工場 作業員の節水意識向上により目標達成。

東海工場 ミスト散布による増加分を吸収できず目標未達。

京都工場 ミスト散布の調整がうまくいき目標達成。

平林工場 ミスト散布による増加分を吸収できず目標未達。

岸和田工場 ミスト散布の調整がうまくいき目標達成。

若松工場 ミスト散布の調整がうまくいき目標達成。

福岡工場 ミスト散布による増加分を吸収できず目標未達。

本社 目標達成。

東京営業部 目標達成。

九州営業部 月によるばらつきがあり目標未達。

市川工場 目標達成。

川崎工場 目標達成。

藤枝工場 目標達成。

東海工場 価格を優先し、目標未達。

京都工場 目標達成。

平林工場 本社にて一括購入の為、目標値の設定無し。

岸和田工場 本社にて一括購入の為、目標値の設定無し。

若松工場 目標達成。

福岡工場 目標達成。

その他の項目取組内容
職場環境の整備 ・WBGT値掲示板の設置 ➡全工場設置済み

・ミスト休憩コーナーの設
置

➡川崎工場、岸和田工場

(注)各目標項目の取組内容について
　　➡｢環境経営計画｣の｢目標達成手段｣の内容の詳細となっている。
(注)各目標項目の評価について
　　➡｢環境経営計画｣の｢目標達成手段｣の評価を各事業所が取り纏め、事務局へ報告を総括し記載している。

環境に配慮
した物品等
の調達

・選別強化による再資源化
率
  の向上

・節水の呼びかけ
・節水ステッカー貼付

・グリーン購入比率調査
・目標値の設定

・ごみの分別回収
・裏紙使用
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評　　　　　価

紙類・缶・瓶・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙについては処理業者へ再利用を委託する事を実施済。ﾐｽｺ
ﾋﾟ-等を裏紙として再利用を図り目標達成。

本社

一般廃棄物
の排出抑制

受託廃棄物
の
再資源化率
99％以上の
維持

水道使用量
の削減



□未達成項目の次年度達成方法

□環境関連法規制等の順守状況

　法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
判定

○

○

○

○

○

○

○
○
○

○

○

○・電気事業法
法定点検の実施
無停電検査の実施
太陽光発電

※環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。
　なお、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟はありません。

・下水道法 除外施設の設置

・フロン排出抑制法 定期点検の実施（簡易点検）

・浄化槽法
保守点検の実施
清掃の実施
定期検査の実施

・NOx・PM法
排気ガス規制に適合した自動車の使用
対策域内での使用及び所有の不可

・労働安全衛生法 使用重機の法定点検

・計量法 トラックスケールの法定点検 (2年に1回)

・騒音規制法
・振動規制法

指定事業所の届出
自主測定の実施

・大気汚染防止法 一般粉塵発生施設設置届出

・消防法（指定可燃物届出）
指定可燃物の届出
少量危険物の貯蔵取扱

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

・エネルギーの使用の合理化等
  に関する法律
・地球温暖化対策の推進に関す
  る法律

特定事業者の指定
エネルギー統括管理者の選任
エネルギー管理企画推進者の選任
エネルギー管理員の選任
定期報告書の提出
中長期計画書の提出

・廃棄物の処理及び清掃に関す
  る法律

一般廃棄物
　　処分業の許可・収集運搬業の許可・廃棄物の保管基準
産業廃棄物
　　処分施設／処分業の許可・収集運搬基準・収集運搬業の許可等・廃棄物の処理基準保管
基準
　　の順守(表示義務)
　　処理施設の構造基準(チップ飛散防止措置)
　　処理実績・運搬実績の報告
　　産業廃棄物管理交付票等状況報告書の提出
　　自社による運搬時の表示・書類携行
　　自社排出産廃の適正保管及び適正処理委託

水道使用量の削減

市川工場
東海工場
平林工場
福岡工場

・水道設備の老朽化による漏水。
・作業時のミスト散布徹底による使用量
　増加。

・水漏れ箇所の早急修繕と定期的な漏水点検実施
・ミスト散布の効率的実施。
・老朽設備の更新

環境に配慮した物品等の調達
(グリーン購入)

九州営業所
東海工場
岸和田工場

・品目によるグリーン購入対応品の種類
　不足。
・グリーン購入対応品調達意識の不足。

・社員一人一人にｸﾞﾘ-ﾝ購入の意識向上の周知徹底
　と強化を行う。
・調達先の一元化を図る。
・本社と各事業所と連携と協力体制の構築

本社
九州営業所
川崎工場
藤枝工場
東海工場
京都工場
若松工場
福岡工場

・小割作業が必要な材の増加により、
　重機使用時間が増加。
・アイドリングストップ不十分等停車時
　の燃料負担。

・入荷材の質の向上により小割作業の時間軽減。
・低燃費の重機への置き換え。
・アイドリングストップ等、停車中のエンジン停
　止の徹底。
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目標項目 事業所名 未達成の原因 次年度達成方法

電力使用量の削減

本社
川崎工場
藤枝工場
平林工場
岸和田工場
福岡工場

・小割作業が必要な材の入荷が増加し破砕機
　に負担がかかり電力消費量が増加した。
・初夏から夏にかけて暑い日が続きエアコン
　使用による電力消費が増加した。

・前作業にての小割の徹底、入荷時点での注意喚
　起を徹底することで、破砕機に負荷のかかる材
　を減らす。
・クールビズをより積極的に行い、各社員レベル
　で快適環境を創造しクーラー負担を減らす。

燃料使用量の削減



□代表者による全体の評価と見直し・指示

□：変更有 ／ ：☑変更無

□：変更有 ／ ：☑変更無

□：変更有 ／ ：☑変更無

□環境活動の紹介

　1.太陽光発電設備の設置

市川工場 川崎工場

藤枝工場 東海工場

　　来年度に向けて、その未達の原因について問題点を洗い出し対策を講じ、目標値を達成できる

　ように努めてまいります。

　　なお、環境経営方針・環境経営実施体制・環境経営目標については以下の通りです。

　　　当社では、クリーンエネルギー活動の一環として、中間処理施設の屋根上に太陽光発電
    設備を設置しています。

　１．環境経営方針

　２．環境経営実施体制
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　３．環境経営目標

　　弊社ではエコアクション２１に取組む以前からCO2の削減に向け、全社を挙げ電気使用量・燃料

　使用量及び社有車のガソリン使用量の削減等に取り組んで参りました。

　そのため、今日では環境に対する考え・取り組みも浸透して来ており、全社的にエコアクション

　２１を推進・展開しております。

　　２０２２年度の全社における結果を見ますと、電力使用量・再資源化率において目標値を達成

　できましたが、燃料使用量・水道使用量・グリーン購入比率が未達となりました。



京都工場 平林工場

福岡 本社

各事業所における発電出力ならびに、太陽光パネル設置枚数は下記の通りです。

市川工場 136 880

川崎工場 171 1,100

藤枝工場 156 1,008

東海工場 152 980

京都工場 102 888

平林工場 50 320

福岡工場 147 944
本　　社 14 42

□育苗・山林事業の紹介

育苗センター

発電出力
（kW)

パネル
設置枚数

和歌山出張所
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